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たな卸資産評価損及び特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ 

 
このたび、平成 27 年８月期第３四半期会計期間（平成 27 年 3 月 1 日～平成 27 年 5 月

31 日）におきまして、下記の通り、たな卸資産評価損及び特別損失（減損損失）を計上い

たしましたので、お知らせいたします。 
 
記 

 
１. たな卸資産評価損（売上原価）の計上 
  当社の保有するたな卸資産において、「棚卸資産の評価に関する会計基準企業会計基準

第９号」に基づき、収益性が低下した商品の簿価を切り下げ、差額である 72 百万円を売

上原価として計上いたしました。 
  なお、今回評価損を計上したたな卸資産としての商品は、需要が見込まれます６月から

８月にセール品として販売を予定しております。 
 
２. 特別損失（固定資産の減損処理）の計上 

当社の保有する事業用資産において、収益性の低下がみられたため、「固定資産の減損  
に係る会計基準」に基づき、減損損失 85 百万円を特別損失として計上いたしました。 
なお、平成 27 年 8 月期第 2 四半期累計期間までに既に計上しております減損損失計上

額を含めて第３四半期累計期間の減損損失（特別損失）は 214 百万円であります。 
 
３. 業績への影響 

平成 27 年４月 10 日に公表いたしました平成 27 年８月期の通期業績予想につきまし

ては、修正はありません。 
 

以上 


